




小集団討議を反映した更なる対策

項目 対策 備考

従事者着用品に関して ①通気性の良い作業服へ（ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ→綿素材へ）
②半袖ﾀｲﾌﾟ+長袖ｲﾝﾅｰ
③麦わらﾊﾞｲｻﾞｰ装着
④ﾌｧﾝ付ﾀｲﾌﾟ作業服

①②本社を通じてﾒｰｶｰに確認
③即手配
④協力業者と協議

現場環境に関して ①ｽﾎﾟｯﾄｸｰﾗｰ、ﾐｽﾄﾌｧﾝ配備 ①即手配

熱中症対策品に関して ①経口補水液、塩飴、ｾﾞﾘｰの配布強化
②応急対策ｷｯﾄ（瞬間冷却材他）を現場内とは別に

GMへ配備

①即手配
②即手配

作業時間帯に関して ①作業内容に応じて作業時間帯を判断 ①協力業者と協議

作業工程に関して ①緊急案件及びｽｹｼﾞｭｰﾙを鑑みて彦根HSCと協議

その他 熱中症を引き起こす要因として、日々の出来高の達成を
気にして、個々が無理をしてしまうことも大きな原因。
夏季着用の作業服については、作業性・視認性も重要だ
が通気性も重要な要素であり、従来に戻すことも考慮。



中日本ハイウェイ・メンテナンス名古屋株式会社 4

ＷＢＧＴ(暑さ指数） について

WBGT値

（測定器携行）

作業

時間

休憩

時間
摂取内容 摂取目安 熱中症管理者

現場巡回
（ﾒﾝﾃ・ﾛｰﾄﾞ） 休憩場所

25未満 50分 10分
水分・塩分を

必要量
適宜 現場責任者（正） 無し

極力、風通しの

良い日陰等で

25～28未満 50分 10分 〃 1時間に1回以上 〃
担当→現場
電話連絡 〃

28～31未満 30分 10分 〃 30分に1回以上 〃 実施 〃

※31以上
30分

未満
10分 〃

30分未満に

1回以上
〃 実施 〃

※現場に経口補水液を常備（軽～中等度の脱水症状が見られる場合に摂取）
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